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２０２２（令和４）年度 道徳学習指導研究委員会 
研究のまとめ 

一 テーマ 

子ども達が「道徳的価値を深め合う」指導の工夫 

 

二 テーマ設定の理由 

テーマは昨年度と同様である。主体的で対話的な深い学びを実現するため、道徳科では特に対話

が重要であると考える。そこで、教師からの一方的に価値観を押し付けるのではなく、子ども達が

対話によって道徳的価値を深め合う授業を行っていきたいとの思いがあった。授業改善を目指し、

指導の工夫を考えるこのテーマの元に今年度も活動をした。 

 

三 研究の経過 

  研究は主に、①授業研究会への参加、②各自の授業実践、③委員同士の情報交換、の３つの方法

によって進めた。新型コロナの感染拡大により、①については思うような活動ができなかったが、

オンライン会議を充実させたことにより、委員同士の情報交換は密に行うことができた。 

  教育課程研究協議会では、研究協議Ⅱの準備運営と当日の司会を行った。各指導委員が教材を選

択し、グループごとに教材研究を行った。 

 

四 研究の内容 

  「子ども達が『道徳的価値を深め合う』」にはどのような指導の工夫ができるかを考え、各指導委

員がそれぞれテーマを決定し、研究・実践を行った。 

 

１． 子どもたちが思いや考えをもち、自己を見つめなおす道徳の授業を目指して 

 

(１)  主 題     「気持ちを伝えるために」 

資料名(内容項目)「おれたものさし」(A 善悪の判断、自律、自由と責任) 

出 典     『新訂 新しいどうとく②』 東京書籍 

(２) 主題設定の理由 

学習指導要領には、善悪の判断について「人として行ってよいこと、社会通念として行ってはなら

ないことをしっかりと区別したり判断したりする力は、児童が幼い時期から徹底して身に付けていく

べきものである」と記されている。このことから、低学年では、「ルールに照らし合わせて、相手の気

持ちを考えながら、よいことと悪いことを的確に判断すること」、「判断したことをもとに、行動にう

つすこと」の２つを目指していきたいと考える。 

今年度は２年生の学級担任をしている。本学級の児童たちは、困っている友だちや泣いている友だ

ちがいる際には声をかけるなど、よいと思ったことは進んで取り組もうとする姿がある。一方で、友

だちがルールを破ったり、よくないことをしたりしている場面を見た際に、本人を目の前にすると心

に葛藤が生じ、注意することをためらってしまう姿がある。注意をすることは勇気が必要である。そ

こで、児童たちが勇気を出して本当はよくないという思いを伝える大切さを感じることで、よくない

ことは注意しなければいけないという思いや判断力を育みたいと願い、本主題を設定した。 

(３) 教材について 

【あらすじ】 

のぼるは先生のものさしを折ってしまったが、折れたものさしを持たせ、ひろしのせいにしてし

まう。それを見ていた「ぼく」は、以前にのぼるから壊れた下敷きを押しつけられ自分のせいにさ

れたことを思い出す。今にも泣き出しそうなひろしを見て、「ぼく」はひろしからものさしを取り、

のぼるに渡す。 



－道徳 2－ 

 本時のねらいに向けて、以前、「ぼく」が下敷

きを押しつけられた経験や周りからの声によ

り、本当の気持ちを伝えたいけれど伝えられな

いという葛藤をクラスで共有したい。そこで、

人間関係を板書で整理し、状況を理解しやすく

する。また、葛藤を乗り越えた「ぼく」の思い

について考えさせたい。そのために、「ぼく」が

のぼるにものさしを渡す場面で「ぼく(児童)」、

「のぼる(教師」、「ひろし・様子見ていた友だち

(役割演技を見ている児童)」の役に分かれ、即興型の役割演技を行う。役割演技を通して「ぼく」の行

動や思いを考えることで、勇気を出して本当はよくないという思いを伝える大切を感じ、よくないこ

とは注意しなければいけないという思いや判断力を育みたい。伝えられないと考えていた児童も、「ひ

ろし・様子見ていた友だち」の立場で考えることでよくないことは注意しなければいけないという思

いを育みたい。また、黙って受け取った「のぼる」の気持ちを考えることで、人の弱さを認めつつ、

人に責任を押しつけてはいけないことにも触れたい。 

(４) 展開(学習活動) 

①【導  入】 

・友だちが悪いことをしていたらどうするか問うことで、経験を想起させ、本時の問いを共有する。 

問「よいと思ったことを伝えるために大切なことは何だろう」 

②【展  開】 

・教材を読む。 

・のぼるがひろしのせいにしているときに「ぼく」はどんなことを思ったのか考える。 

・自分が「ぼく」だったら、どうするか考える。 

中『なぜ、「ぼく」は、ものさしを渡すことができたのだろう』 

※葛藤しながらも、正しいと思ったことを行動に移せた「ぼく」の思いを考える。 

・「ぼく」がのぼるにものさしを渡す場面で即興型の役割演技を行い、勇気を出して本当はよくない

という思いを伝える大切さを考える。 

③【振り返り】 

・授業を通して、「よいと思ったことを伝えるために大切なことは何か」を考える。 

(５) 本時における児童の様子 

【役割演技の場面】 

≪言ったほうがよいと考えていた A 児≫ 

教師：のぼる役の先生に一言言ってからものさし

を返してね。 

教師：ひろしが割ったたんだよ！ 

A 児：でも、、、本当はのぼるが割ったんだから、

のぼるに返す。 

他の児童：おぉー(拍手) 

T：「ぼく」の役をやってみてどんなことを感じま

したか？ 

A 児：もし、言わないと喧嘩が起きるから言ってよかった。 

……………………………………………………………………………………………………………………… 
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≪言おうか言わないか迷っていたが、言う決断をした B 児≫ 

教師：ひろしが割ったたんだよ！ 

B 児：もうやっちゃだめだよ。 

他の児童：あぁ。（A 児との言い方の違いを感じていたようであった） 

教師：迷っていたけど、どうして言おうと思ったの？ 

B 児：言うか言わないか迷ったけど、言わなかったからのぼるがわかってくれないかもしれないから

ちゃんと言った。 

教師：ひろしの立場で見ていた人たちはどう感じましたか？ 

C 児：ものさしをのぼるに渡してくれてありがとうと思った。 

D 児：心がほかほかした。 

E 児：自分(ひろし)なら言えなかったから言ってくれてよかった。 

……………………………………………………………………………………………………………………… 

≪児童の振り返りワークシートより≫ 

・心がドキドキしてもやってはいけないことはちゃんと注意したいです。 

・自信をもってきちんと言うことが大切だと思いました。 

・気持ちが大事だと思いました。 

・ちゃんとこれはやっちゃいけないんだよと教えてあげるのが大切だなと思いました。 

(６) 授業を振り返って 

本年度はねらいに向けて、役割演技を多く取り入れてきた。本時では、即興型の役割演技を行っ

た。即興型で行ったことで、実際の場面のような緊張感があり、「ぼく」や「のぼる」を演じた児童

や「ひろし(様子見ていた友だち)」の立場の児童も自分を重ねながら取り組む姿が見られた。一方

で、自分を重ねて考えることが難しい児童もいた。また、勇気をもって伝えることの難しさを改め

て感じていた姿も見られた。そのような児童には、本時の１時間だけでなく、同じ内容項目や関係

のある内容項目の授業の中でも手立てを考え、授業を重ねていく中で道徳的価値への理解を深めて

いきたい。役割演技を即興型で行ったことは、実際の場面のような緊張感があるよさがあると同時

に、その場で考え、その場で話すという難しさもあったように思う。ねらいに合わせて、手立てと

して役割演技を繰り返し行っていくことも必要であると感じた。 

 

２．「○○な気持ち」を具体的な言葉で表現する授業実践 

～「それっておかしいよ」を使った役割演技やワークシートの作り方の工夫を通して～ 

 

（１） 題材名 「それっておかしいよ」 出典：新訂 「新しいどうとく①」（東京書籍） 

（２） 内容項目 善悪の判断、自律、自由と責任 

（３） 主題名  よいこと わるいことを区別して 

（４） 本時の主眼   

道徳「それっておかしいよ」で、みんなが順番に並んでいる中で横入りをする友だちのまさくんに

対し、いけないことだと分かっていても言い出すことができない主人公の気持ちを考えた子どもたち

が、役割演技を通して、日常生活を想起しながらよいことと悪いことを区別し、勇気をもってよいと

思うことを進んで行おうとする心情を育てる。 

（５） 本題材を用いた理由 

 道徳の授業で、相手から言葉や身体で一方的にいじわるや迷惑行為等をされたときにどう感じるか

登場人物の気持ちを問うと、「いやな気持ち」という一言で終わってしまうことが多い。1 年生という
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語彙の少ない年齢ではあるが、「いやな気持ち」とは、具体的にどんな思いを指すのか、役割演技やワ

ークシートの作り方の工夫を通して児童が素直に感じたつぶやきをクラス全体に広げ、気持ちを問う

際に多様な表現が出てくることを目指し、本題材を用いて授業を行った。 

（６） 本時の展開 

 学習活動と教師の発問 児童の反応 支援と評価 

導

入 

１．教師の「〇×クイズ」に答える。 

いいことは〇、わるいことは×で答

えてみよう。 

① ともだちとなかよくすること 

② あさ みんなにあいさつする

こと 

③ ろう下に はしること 

④ つかったボールをかたづけな

い 

⑤ しゅくだいをわすれたけど、な

にもいわないでつぎの日に出

す。 

⑥ ともだちが わるくちをいっ

ているのを見たけど、しらない

ふりをしてだまっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

２．めあてを知る。 

 

 

 

 

① いいことだ。 

② これもいいことだよ。 

 

③ これはいつもいわれているか

らだめなことってわかるよ。 

 

④ つかったらかたづけなきゃい

けないから、これも×。 

 

⑤ たまにそういうときあるな。つ

ぎの日出せばいいかも。でもい

わないのはだめかな。 

 

⑥ わるくちをいっているのはだ

めだけど、見ているだけならわ

るいことじゃないよね。  ×

でも〇でもないから△かな。 

・各質問をスケッ

チブックに書き、

後で〇×がわかる

ように A3 用紙に

まとめて掲示して

おく。 

・クイズは日常の

様子を話しながら

行う。 

 

 

展

開 

３．デジタル教科書で範読（前半）

を聞く。 

・登場人物の確認 

 

 

 

 

発問①：まさくんによこ入りされた

のを見たり、よこ入りされたりした

「しんちゃん（ぼく）」はどんな気

持ちだっただろう。 

 

 

 

・まさくん（横入りをする子） 

・しんちゃん（横入りしているのを

見たり、自分がされたりする子） 

・たっちゃん（最初に横入りをされ

て、何も言えなかった子） 

・なんでよこ入りするのかな。 

・いやだな。 

・うしろにならべばいいのに。 

・いいたいけど、こわくていえない

な。 

 

 

 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

いいことか わるいことか かんがえよう！ 
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４．デジタル教科書で範読（後半）

を聞く。 

補助発問：まさくんは、まえにしん

ちゃんにものをかしたり、いっしょ

にあそんでくれたりしたんだね。だ

からよこ入りしてもいいのかな。 

 

 

 

・役割演技をする。 

教師：まさくん 児童：しんちゃん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．発問②：「それっておかしいよ」

といえたしんちゃんはどんな気も

ちだっただろう。いけないことをつ

たえられたしんちゃんに お手が

みをかこう。 

 

・なんでみんなだまっているんだ

ろう。 

 

 

・うーん。やさしいことしてくれた

けど、それといまはちがうな。 

・かんけいないよ。いけないことは

いけないとおもう。 

・もしかしたら、よこ入りしないで

っていいにくいかも。いえなくても

やもやしているんじゃない？ 

 

台本なし（自分の言葉で） 

まさ「しんちゃん、ここいれて」 

しんちゃん「・・・」 

まさ「だまってるなら入るよ」 

しんちゃん「だめ。みんなならんで

るよ。」 

まさ「でも、このあいだいっしょに

あそんであげただろ！入れてよ」 

しんちゃん「それっておかしいよ！

それはまえのことでしょ。ちゃんと

ならんで！」 

 

 

・もやもやがはれてすっきりし

た！ 

・しんちゃん、みんなのためにいっ

てくれてありがとう。わたしもこう

やっていえるようになりたいな。 

・ちゃんとわかってくれてよかっ

たね！ 

・もやもやした気もちがすっきり

にかわってうれしいね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最初はしんちゃ

んに言われて、す

ぐに後ろに並ぶま

さくんを演じる

が、２，3 回目には

児童の様子を見な

がら、「～かしてあ

げたのに？」や「だ

まっているなら入

っちゃうよ。」とわ

ざと強引に横入り

をしたりして、そ

れでもいけないこ

とを伝えるにはと

ても勇気がいるこ

とを感じることが

できるようにす

る。 

・イラストを指し、

まわりの子の表情

変わっていること

にも触れ、子ども

たちのつぶやきを

ひろう。 

 

終

末 

・とってもゆうきを出していった

んだろうね！えらかったね。 

・みんなも「ゆうきを出していえて

よかった！」ってことあるかな？ 

 

★まとめ★ 

・ろう下をはしっている人がいて、

ちゅういしようかまよったけど、い

えたからすっきりした。 

・ちくちくことばをいっていると

もだちがいたから、「それはいった

らだめだよ」っていえた。ちょっと
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たとえともだちでもだめなことは

だめっていえることが大せつなん

だね。 

こわかったけどいえてよかったな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７） 授業を行ってみて 

  ・〇×クイズでは、⑥を出すと悩む児童が予想以上に多く驚いた。そのため、本時の「よいこと

かわるいことか、わかるようになろう」というめあてにスムーズに向かうことができた。 

  ・範読を前半後半に分けて行うことによって、しんちゃんが「これはおかしいこと」と感じてい

るのに、まさくんとのやりとり（前にものをかしたり、遊んだりしたことについて）がひっかか

り、なかなか言い出せないもやもやした気持ちに児童が自分の気持ちを重ねて考えることができ

ていた。ただ、ここでのワークシートへの記入を見ると、いつも「いやな気持ち」と書いている

ことの多い児童は同じように「いやな気持ち」と一言で終わっている様子が見られた。 

・教師がまさくん役、児童がしんちゃん役で役割演技を行った。教師がまさくん役をする際に、

「この前○○かしてあげたよね？なんで入れてくれないの？」と強く迫ったり、「だまっているな
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らいいよね、入るよ」と強引に横入りしたりすると、児童役が黙ってしまった。しかし、それを

見ていた児童が次に手を挙げて演技した際に、「そんなこといわれてもまえのことでしょ！みん

なならんでいるのにどうしてまさくんだけずるしてもいいの？おかしいよ！」とはっきり気持ち

を込めて伝えることができた。その児童の演技をクラス全体が真剣に見てながら、ワークシート

に付け足す様子も見られたため、役割演技をしたことによって自分事として考えを深めることが

できたのではないかと感じた。 

 ・ワークシートには、必ず場面絵をとりいれるようにしているが、どの視点に立って考えて書け

ばよいかいつも悩む姿が見られたため、発問①の場面絵には、しんちゃんに着目できるよう丸で

囲む工夫をした。丸で囲むことによって、誰の気持ちになって考えを書けばよいか明確になり、

とりかかりがスムーズであったように感じた。 

 

３．ICT を活用し、思いを深め合う道徳を目指して 

題材名：道徳「かれてしまったヒマワリ」（新しい道徳５年） 

 

【ICT を活用しようと考えた理由】 

５年生になると、発達段階からなかなか進んで発言することが難しくなってくる。いつも決まった

児童が発言することが多くなり、考え方も固定化されてしまう。特に道徳は多面的・多角的なとらえ

方が大切なのだが、それがなかなか難しいと感じる場面が多々あった。自分の思いや考えをもつこと

ができていても、それを「発言」という形だけではなく、もっと違う方法でも表現できればと考え、

道徳の授業でも ICT の活用を考えた。 

また、一人一台端末は普段の授業でもよく活用しており、タイピングなどだいぶ慣れてきていたの

で、自分の考えをタイピングすることにもさほど時間かかることなく打ち込むことができていた。ツ

ールとして使うことができてきた子どもたちが、道徳で自分の思いを伝えることに対して、前向きに

進んで表現できるようにとも考え、ICT の活用を考えた。 

 

【授業での実践・成果】 

①登場人物の気持ちを考える場面 

 はじめは意欲的に当番活動をしていた登場人物。だんだん

と仕事をおろそかにしていったときの気持ち、その後急いで

仕事に向かうときの気持ちを考え、Jamboard に書き込んだ。

どんどん書き込む児童、友の考えを読んでから書き込む児童、

一度書き込んだが友の考えを読んで言葉を付け足す児童な

ど、それぞれに登場人物の気持ちを考えながら書き込んでい

った。全体追及の場面では、似た内容や同じキーワードが入

っている付箋を移動させてまとめたり、気になる書き込みに

ついて直接聞いて発言してもらったりした。普段進んで発言

することができない児童の考えを共有することができたり、

書き込みだけでは感じ取れないことを掘り下げて、考えを深

めたりすることができた。 

②自分の姿を振り返る場面 
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 人権月間の校長講話で話題になった「花さき山」に合わせて、自分が任された仕事について責任を

もって行えたことを振り返り、付箋に書き込んだ。はじめは

何を書いたらよいか悩んでいた児童もいたが、少しずつ付箋

が出来上がっていくと、「こういうことを書けばいいのか」と

友の付箋を参考にしながら書き込んでいく児童の姿も見ら

れた。今までの経験上、自分のよいところを見つけられない

児童や恥ずかしくて言葉にすることができない児童がいた

が、Jamboard に書くことで自分だけではなくみんなが同じ

ことを考えて書いているという安心感があるのか、きちんと

自分の姿を書き込むことができていた。 

 

【課題】 

 その場で感じたことを瞬時に書き直すことができる反面、どの児童がどんな気持ちの変化があった

のかを後で読み取ることが難しいと感じた。授業での反応やつぶやきなどをよく観察しなくてはなら

ないと感じた。 

 また、児童が気軽に書き込むことができる反面、言葉遣いが軽くなってしまったり、友の付箋にい

たずらをしてしまったり、授業内容とは直接関係ないところで指導をする場面が出てしまった。

Jamboard など ICT の活用に慣れ、ツールとして使えるように他の授業や活動でもさらに取り入れて

いきたいと感じた。 

 

４．生徒の実情に合わせた教材選択と導入の工夫の実践 

（１） 個人テーマ設定の理由 

  今年度、道徳委員会でテーマとしている「子ども達が道徳的価値を深め合う」を達成するため、

まず生徒が教材に興味をもち、道徳の授業に入り込むことが大切だと考えた。そのために、教材は

クラスや生徒が抱える実情に関連付く様に選択をした。導入は内容的な導入ばかりではなく、機能

的な導入も取り入れる等の工夫を実践した。 

（２）授業実践より 

資料 『手品師』(A 正直 誠実) 

主題 「誠実であることのよさ」 

出典 『中学道徳３ きみがいちばんひかるとき』 光村図書 

① 主題設定の理由 

今年度は中学校３年生の担任をしている。本学級の生徒は、行事やイベントでは団結力をもって

行動することができる。一方で、日々の生活ではメリハリのない生徒が多く、それに問題意識をも

つ生徒も、注意できずにいる姿がある。そこで本時では、誠実とはどういうことであるかを考え、

誠実であろうとすることのよさに生徒が気付くことを願い、本主題を設定した。 

② 教材について 

【あらすじ】 

 

 

 

 

© 光村図書 デジタル教材「手品師」 
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【教材選択の理由】 

 「手品師」は、小学校６年生の道徳教材として有名な教材である。物語の主人公である手品師は、

自分の夢（目標）に向け日々、努力を重ねている。その様な中、男の子との約束を守るために、自ら

の夢を諦める。しかし、手品師は男の子に対して誠実であろうとした結果、自分の選択に後悔がない

姿で物語を終える。 

 本学級の生徒は、高校受験、志望校合格という大きな目標を前にしている。より手品師の境遇に自

分を投影できると考えて、本教材を扱うことを決めた。生徒には本教材を通して、誠実であろうとす

ることのよさに気付いてほしい。また、自分で悩み抜いて決めたことであれば、どんな結果であろう

と後悔なく終えられることにも気付いてほしい。 

③ 展開(学習活動) 

【導入】 

 実際に手品を行う（機能的な導入）。生徒に手品のすごさと面白さを実感させ、これから登場する手

品師の夢の大きさを想起させる。 

【展開】 

・教材を読む。 

・「誠実」という言葉の意味を共有する。 

補助発問〈手品師は、本当に「誠実」といえるだろうか。〉 

 → 「自分」、「男の子」、「友人」、「その他（自由欄）」に対してそれぞれ考える。 

・共有する。（周りの生徒と話し合った後、意図的指名） 

補助発問〈たった一人の男の子の前で手品を演じる手品師は、どんな気持ちだっただろうか。〉 

・共有する。（周りの生徒と話し合った後、意図的指名） 

→ 男の子のために約束をしっかりと守る誠実さと、大舞台に立てなかった後悔の両方に触れる。 

・物語の終末で手品師には後悔の気持ちがないことに気付かせる。 

中心発問〈「誠実」であろうとすることには、どんなよさがあるだろうか。〉 

・共有する。（周りの生徒と話し合った後、意図的指名） 

  → 自分自身へのよさや、周りへのよさがあることに気付く。 

【振り返り】 

・誠実に関わる名言を提示して終える。 

「自分自身の戦いと、自分自身に誠実であることが、他人に働きかける手段である。」 

④  反省と改善点 

【導入】 

導入の手品では、手品のすごさと面白さを実感できた。手品師の夢と志望校合格の目標が重なり、

より自分事として教材に向き合っている様子の生徒が多かった。 

【展開】 

  「誠実」の言葉の辞書的な意味が「まじめで真心がこもっている」であった。それを、「約束を守

る。」や、「うそをつかない。」という意味に言い換えると、手品師が誠実であるかより分かりやすく

考えることができた。 

【振り返り】 

  時間の都合で紹介に留まった。 

【全体】 

学習カードの記述から、誠実であることのよさに気付いた生徒は多いように感じた。生徒には、時

間を守る、何事にも一生懸命に取り組むといった、より誠実さのある基本的な行動ができる様になっ
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ていって欲しい。 

 

（３）おわりに 

 個人テーマを追究した結果、生徒の実情を把握するために、生徒と向き合う時間が増え、より生徒

観を高めるように努めることができた。また、導入では内容的な導入と機能的な導入について考える

ことができた。機能的な導入では、映像教材やクイズ、今回の手品の実演等、準備が必要になるもの

が多い。教材の内容に照らし合わせて導入法は考えると共に、資料の蓄積と活用をしていきたいとこ

の１年間でより感じた。 

  

５．クラウドを用いた同時編集による対話的な学びを目指した授業実践 

（１）主題 自分をみつめよりよく生きる 

（２）主眼と教材  

 「Progress」という曲の歌詞から、よりよく生きるために必要なことは何か考える活動を通し

て、自己の弱さや醜さを見つめながら、それらを受け入れ克服し、よりよい生き方を目指す心

情を育てる。 

「あと一歩だけ、前に」（光村図書） 〈内容項目〉Ｄ（22）よりよく生きる喜び 

（３）主題設定の理由 

  2 学年である生徒は、生徒会の引継ぎ直前である。3 年生になるという意識を高めていこうと

する一方で、理想と現実にギャップが生じており、生活面や学習面で規律ある態度や自律的な

行動のとれない生徒もいる。現在の自分を見つめ直し、その弱さを認めてより良い態度、より

よい行動に移せるようになることを願い、本主題を設定した。 

  また、授業ではタブレット端末、クラウドを用いた共同編集により、友の考えが常に可視化

され、人の意見が見られるようにした。 

（４）展開 

①導入 自分が元気を貰える曲はあるか。 

②教材と出会う 

③発問１ 「ぼく」はなぜ「自分をケリたくなるくらいキライ」なのか 

④発問２ 「溜息」、「挫折」のなかでも、なぜ「ぼく」はあと一歩前に進みたいと思うのか 

⑤発問３ 自分を見つめていきるとはどういうことだろう 

⑥振り返り 

（５）本時の考察 

本時は、以下のようにタブレット端末と Google スプレッドシートを学習カードとして扱い、

自分の考えを入力していくことで即時的な対話ができるようにした。 

Google スプレッドシート 
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生徒の記述 ①発問１ ②発問２ ③発問３ ④振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A 生は①～③の記述から、歌詞の中の「ぼく」から今の自分から理想の自分へなることを重視

していることがわかる。④の振り返りでは、今の自分について“弱さ”という言葉で表現し「自

分を見つめる」ことを、「自分の弱さから逃げない」と具体化した。 

この“弱さ”という言葉は③の中で他の生徒が使用した表現である。クラウド上での共同編集

によって可視化された他者の考えを自分の考えとすりあわせたとも考えられる。 

A 生は本時では、感染症の自宅待機期間であり、教室ではなく自宅でこの授業を受けている。

本来では対話することのできない生徒が、クラウドを活用することで他者の考えに触れ、参考に

しながら「自分をみつめ、よりよく生きる」について自分の考えを深めることができたのではな

いだろうか。 

 

（６）〇成果と▲課題 

〇クラウド上の同時編集により、常に可視化された他者の意見に触れながら考えを深め自信をも

って自分の考えを書くことができた生徒が多くいたこと。 

〇教師の手元に全員分の記述が更新され続けるため、関わりのある考えや異なる視点の考えなど

を効果的に全体に位置付けることが、通常の授業よりも簡単になったこと。 

〇直接会話のできない環境にあっても教師と生徒の二者間での対話だけでなく、生徒同士の多様

な対話を生み出すことができたこと。 

▲常に他者の考えが見えていることで、じっくりと自分だけの考えを生み出す時間が十分に取れ

なかったこと。 

▲人の考えに触れる、参考にする、ではなく流されてしまう傾向のある生徒が一定数いたこと。 

クラウド上の同時編集について、他者との関わりという点で一定の効果があった一方で、自分

の中で考えを生み出し深めることができない生徒がいるという課題が残った。同時編集と個で向

かう時間を効果的に切り替え、自分の考えと他者の考えを比較したり、そこから修正したりでき

るような指導上、システム上の改善が必要だと考える。 

 

６．「子どもたちが活発に自分の意見を発表し、共感しあう道徳授業」 

～Google スライドと班での話し合いをもとにした授業実践から～   

 （１）テーマ設定の理由 

   私の担任する学級は、比較的おとなしく、自分の考えを発表したり、人前で話したりすること

に苦手意識を持っている生徒が多い。クラス替えしたばかりのころは、教師の問いかけにも反応

は薄く、意思表示も苦手と感じている生徒が多かった。そのため、クラスでの話し合いは少数の

A 生の記述 

①「かわいそうに…」なんて言いながら自分は何もしてないから 

②今まで周りのため息に対して口だけで同情してた自分を変えていくきっかけをつく

りたかったから。 

③今の自分から自力で理想の自分に近づけること 

④自分を見つめて、生きるのは大事なんだと学んだ。自分の弱さから逃げずに前に進

まないといけないと感じた。これからはたまには自分を見つめてみようと思った。 
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リーダーシップを発揮する生徒の考えに左右されることが多く、全員がその考えに納得している

のか、疑問に感じることも多かった。そこで、自分の考えに自信を持ち、人前で発表することが

できる生徒を増やすことを目的に、本テーマを設定した。    

 （２）実践例 

  ① 話し合い活動の役割を班内で分担する。 

 左側の表は今年度、私のクラスで実践している

班ごとの名簿である。今年度は、テーマ設定の理由

にも示したように、自己主張が苦手で、人と積極的

にかかわっていくような生徒も多くなかったため、

学級の当番活動も班ごとに行うようにしている。

少しでも、周りの人と相談したり、話し合ったりし

ながら仕事を進めることの大切さや喜びを感じて

ほしかったからである。また、同時に、班での話し

合い活動を行う際の役割も班ごとに決めた。そう

しておくことで、話し合いの時の自分の立場が明

確になり、自分の考えを発表しやすくなると考え

た。最初は、【ファースト】係の生徒も戸惑う姿が

見られたが、回を重ねるごとに、責任感が芽生え、

積極的に話し合いの口火を切る姿が多くみられる

ようになってきた。  

 

 

  ② 授業実践から 

  〈教材名〉深めタイム（学びのテーマ：複数の人と話し合って何かを決めることの意義や効果に

ついて、考えを深めよう） 

  〈内容項目〉C（１０）遵法精神、公徳心 

  〈本時の主眼〉 

    砂漠で生き残るために必要なものを話し合う活動（コンセンサスゲーム）を通じて、集団の

中で合意形成するときに大切にすべきことについて考えさせ、法を遵守し、公徳を重んじよう

とする判断力を育てる。 

  〈前時とのつながり〉 

    前時では、「民主主義と多数決の近くて遠い関係」を扱い、集団で物事を決定していくには、

「好きな案」と「みんなにとって望ましい案」の違いを理解し、少数の意見にも耳を傾け、よ

り良い案としていくために話し合う活動が必要であることを学んだ。本時では、そのことを踏

まえ、一つのものを決めていくのに、多数決で決めたり、発信力の強い生徒の意見に傾いたり

することなく、全員が自分の意見を大事にし、発信していくことの重要性を考えさせたい。 

   〈本時の流れ〉 

 学習活動（主な発問） 指導上の留意点 

１ 

導入 

・前回の学びを振り返る 

 クラスで何かを決める時には、自分

たちが「好きな案」ではなく、

「みんなにとって望ましい案」

・本時の話し合い活動が多数決に頼ら

ずに、それぞれの考えを話し合

うことによって、みんなにとっ

てより良いものを考えていく
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を採用していくことが大事あ

ることを確認する。 

ことが大事であることを伝え

る。 

２ 

展開 

・教師の配布したスライドを読んで、

本時の学習課題を把握する。 

 

 

個人追及 

・砂漠で生き残るために自分が必要だ

と思うものを一つ選び、理由を

記入する。 

班内での話し合い 

・班で話し合い、砂漠で生き残るため

に必要なものを 3 つ選び、理由

を記入する。 

学級全体での話し合い 

・各班の発表者が学級の前に出てき

て、それぞれの班で決定したも

のを発表した後、クラス全体と

して、砂漠で生き残るために必

要なものを4つ選ぶために話し

合い活動を行う。 

・自分の考えを加除修正しやすいよう

に Google スライドを用いる。 

 

 

 

・法に違反するような理由や人を傷つ

けるような理由は書かないよ

うに注意する。 

 

・班員全員が納得するまで話し合いを

続けるよう促す。 

 

 

・ほかの班が選んだのに、自分たちの

班が選ばなかったものについ

て、その理由も発表させてい

く。 

 

 

３ ま と

め 

・今日の話し合いでまなんだことや気

づいたことについて、記入す

る。 

 

 

〈本時の生徒の姿から〉 

    話し合いの時間を多くとるために Google スライドに教科書の本文、及び砂漠で生き残るた

めの物品 12 個を入れ、生徒に取捨選択させ、理由もスライドに書かせて、班内での発表は自分

の選んだものを班員に見せながら行わせた。どの班でも自分が選んだものへの思い入れが強く、

なかなか全員のコンセンサスを得ることが難しいことを感じていた。 

    しかし、話し合い活動が進むにつれて、自分とは異なるものを選んだ仲間の発表に納得する

姿が見られたり、自分の中では優先順位は高くなかったものについても新しい使い方や新たな

視点の考え方を聞いて、自分の考えを変える姿が見られたりするようになった。 

    班での話し合いの結果、選んだ 3 つの物品を学級内で発表する場面でも、どの班の発表者も

自分たちの意見に自信を持ち、発表することができていた。残念ながら時間がなく、学級とし

て 4 つを選ぶところまで話し合いは進まなかったが、生徒の感想を見ると、多数決ではなく、

全員の合意を得るために話し合いをすることは難しいが、自分の意見を聞いてもらって、うれ

しかった、や、自分と異なるものを選んだ人の話を聞いて、自分にはなかった視点の考え方が

知れて良かった、などの記述が見られた。 

学習課題：全員が納得する結論を話し合いで出そう。 
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 （３）終わりに 

   年度当初、自分の意見を発表することに抵抗のあった生徒たちも、班での話し合い 

活動を多く仕組んでいく中で、徐々に自分から発言することができるようになってきたように思

う。また、今までは多数決で物事を決めるのが当たり前と思っていた生徒が、今回の授業を通し

て、自分の考えを伝えあったり、相手の考えを聞いたりする中で、新しい価値観と出会い、他者

の考えに共感することの有用性を感じ、今後は、みんなにとって望ましい案を考えていくことが

大事であると感じてくれたと思う。来年度は、修学旅行もひかえている。班や学級で決めていく

ことも多くなる。今回の経験が、修学旅行に向けての話し合いでも生かされるよう、支援、指導

を続けていきたい。 

 

五 研究のまとめと課題 

 １．研究のまとめ 

「子ども達が『道徳的価値を深め合う』指導の工夫」という研究テーマについて、こうすれば

必ず上手くいくというものは当然無い。しかし、各委員による実践によっていくつかの提案はで

きたように思う。今後も、委員会として、よりよい指導にむけて研究し続けていきたい。  

新型コロナの影響により、オンラインによる委員会の開催が大半を占めたが、委員個人での実

践と、それを共有する場は充実できたように思う。また、教育課程研究協議会ではオンラインに

よる開催であったが、大変有意義な研修を行うことができた。本当にありがたい。 

２．課題 

今後は、今年度の研究内容を踏まえ、「子ども達が道徳的価値を深め合う」ためには、具体的に

どのような授業を展開し、どう児童生徒を見取るかなど、今年度の研究を、評価と関連付けて考

えていくことも必要であると思う。 

また、年間行事の中での道徳の位置づけ、時間の確保、教材教具の工夫、評価時期の検討など、

日頃の指導の中で出てくる諸問題についても継続して考えていきたい。また、道徳の指導や評価

について、どう実践したらいいかわからず困っている職員も多くいる。本委員会で学んだことを、

いかにして多くの職員に知ってもらい、実践してもらうかということも今後の課題である。 

（本時で使用した Google スライドの一部） 

 

 

 

 

 


